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社会調査士カリキュラム 対応科目 単位数 配当年次

【A】 社会調査の基本的事項に関する科目 社会調査入門（全学共通科目） 2 1・2・3・4

データ情報処理 2 1・2・3・4

社会調査の技法（全学共通科目） 2 1・2・3・4

【C】 基本的な資料とデータの分析に関する科目 データ分析入門（全学共通科目） 2 1・2・3・4

【D】 社会調査に必要な統計学に関する科目 データの科学（全学共通科目） 2 1・2・3・4

【E】 多変量解析の方法に関する科目 多変量解析入門（全学共通科目） 2 1・2・3・4

【F】 質的な調査と分析の方法に関する科目

フィールドワーク論

（旧：交流文化フィールドワーク論　～

2019）

2 2・3・4

演習（3年）A（※2） 2 3

演習（3年）B（※2） 2 3

※2：「演習（3年）A」「演習（3年）B」は一部のクラスのみがG科目に対応する（前年度科目「演習（2年）A」の募集時に通

知する）。さらに資格申請の条件として，それらが同一年度に開講されたものを修得している場合に限る。詳しくは，社会情報

教育研究センターまで問い合わせること。

※1：【G】について　「演習（3年）A」2単位・「演習（3年）B」2単位の計4単位（該当するクラス）を修得すれば資格申請が

可能である。ただし，下の※2も参照すること。

　資格取得のためには資格に対応した科目の単位をすべて修得することが必須である。本学部あるいは全学共通科目では社会調

査協会が設定したカテゴリーA～Gに対応する開講科目がある。ただし，ＥとＦについてはどちらか一方の単位を修得すればよ

社会調査士（2016～2019年度入学者適用）

【B】 調査設計と実施方法に関する科目

【G】 社会調査を実際に経験し学習する科目（※1）

・カテゴリーＢは観光学部専門科目，全学共通科目のいずれでもよい。

・観光学部ではカテゴリーＡ・Ｃ・Ｄ・Ｅが開講されていないので，それらのカテゴリーの科目（ただしカテゴリーＥについて

は次項も参照）は全学共通科目あるいは他学部科目から履修する必要がある。

・観光学部で開講されるカテゴリーＧの「演習（３年）Ａ」「演習（３年）Ｂ」で実施する社会調査実習は質的な調査であるた

め，カテゴリーＧの履修前または履修中に，観光学部専門科目であるカテゴリーＦ「フィールドワーク論（旧：交流文化フィー

ルドワーク論）」を履修する必要がある（カテゴリーＦを修得すればカテゴリーEの修得は必須ではない）。

・カテゴリーＡ～Ｅの全学共通科目はオンデマンド授業（抽選登録科目）なので，履修を希望する場合は「Ⅴ 履修登録」を参照

の上，抽選登録期間に申し込むこと。

　資格取得自体は，学部指定の科目の代わりに，同カテゴリーに指定されている他学部・全学共通科目を，学部で修得した他の

カテゴリーの科目と組み合わせて申請することも可能だが，卒業に必要な学部の単位と混同しないように注意が必要である。


